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講
談
社
発
行
、
単
行
本
「
枯
草
の
根
」(

一
九
六
一
年)

に
は
、
冒
頭
に

「
作
者
の
言
葉
」
と
し
て
次
の
文
章
が
付
い
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
他
の
文

庫
版
、
全
集
な
ど
に
も
あ
た
っ
た
の
で
す
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
そ
る
お
そ
る
こ
の
処
女
作
を
、
読
者
の
ま
え
に
差
し
出
し
ま
す
。

ペ
ン
を
と
っ
て
い
た
と
き
は
、
出
来
る
だ
け
ゆ
っ
く
り
読
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
、
そ
し
て
あ
と
味
の
わ
る
く
な
い
作
品
を
書
き
た
い
、
と
念
じ

て
い
ま
し
た
。

い
ま
随
所
に
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
国
籍
や
人
種
の
垣
根
を
、
な
る

べ
く
低
く
し
、
風
通
し
を
よ
く
し
た
い
と
い
う
の
も
作
者
の
念
願
の
一
つ

で
す
が
、
こ
の
小
説
は
特
に
そ
れ
を
め
ざ
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

左
に
、
『
枯
草
の
根
』
に
付
記
さ
れ
て
い
る
選
考
経
過
か
ら
抜
粋
・
引

用
い
た
し
ま
す
。
こ
の
年
の
応
募
作
、
八
十
六
篇
の
中
か
ら
最
終
選
考
に

残
っ
た
五
篇
に
つ
い
て
、
江
戸
川
乱
歩
ほ
か
計
五
人
の
委
員
が
選
考
、

「
枯
草
の
根
」
が
選
ば
れ
た
経
緯
・
選
評
で
す
。

八
月
四
日
、
最
後
の
選
考
委
員
会
を
開
き
、
数
時
間
に
わ
た
っ
て
感
想

を
述
べ
あ
っ
た
。
そ
し
て
全
員
一
致
し
て
推
し
た
の
が
こ
の
陳
舜
臣
氏
の

「
枯
草
の
根
」
で
あ
っ

た
。
従
来
の
例
に
よ
る

と
、
入
選
作
と
次
点
作

の
差
が
少
な
く
て
、
論

争
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ

た
が
、
今
年
は
入
選
作

が
断
然
す
ぐ
れ
て
い
た

の
で
、
そ
う
い
う
論
争

も
な
く
、
全
員
口
を
そ

ろ
え
て
、
こ
の
作
を
褒

め
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

「
枯
草
の
根
」
の
登
場

人
物
の
多
く
は
神
戸
に

住
む
中
国
人
だ
が
、
そ

れ
ら
の
人
々
の
悠
々
た

る
大
陸
的
風
格
や
、
中

国
風
の
道
義
観
が
よ
く

出
て
い
る
し
、
殊
に
素
人
探
偵
役
の
中
国
人
の
性
格
が
非
常
に
面
白
く
描

か
れ
て
い
る
。
文
章
も
ゆ
っ
た
り
と
お
ち
つ
い
た
、
お
と
な
ら
し
い
語
り

口
で
、
適
度
の
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
、
噛
み
し
め
る
よ
う
な
味
が
あ
る
。

純
本
格
も
の
で
ト
リ
ッ
ク
も
よ
く
考
え
て
あ
る
し
、
そ
の
ト
リ
ッ
ク
を
見

破
る
手
掛
り
に
面
白
い
着
想
が
使
わ
れ
て
い
る
。
文
中
、
中
国
語
の
引
用

が
あ
り
、
そ
れ
が
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
装
飾
と
な
っ
て
い
る
が
、
中
国
語
の

日
記
を
和
訳
し
た
文
章
や
、
幕
切
れ
に
出
て
く
る
祭
文
な
ど
も
名
文
で
、

殊
に
こ
の
幕
切
れ
が
よ
く
利
い
て
い
て
、
あ
と
味
が
よ
ろ
し
い
の
で
あ
る
。

「
枯
草
の
根
」
の
結
び
で
す
。

も
し
陶
展
文
だ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
祭
文
を
作
る
だ
ろ
う
か
。
彼
は
考
え

さ
い
も
ん

た
。
彼
な
ら
、
「
枯
草
の
根
を
悼
む
」
と
い
う
文
章
を
書
き
た
い
。
地
中

深
く
張
り
、
ま
わ
り
の
土
壌
と
す
っ
か
り
な
じ
ん
だ
強
靱
な
根
が
、
に
わ

か
に
草
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ま
で
人
び
と
は
、
土
の
う
え
の
草
し

か
み
て
い
な
い
。
根
は
な
お
も
、
い
や
こ
れ
か
ら
も
っ
と
強
く
、
生
き
つ

づ
け
よ
う
と
す
る
の
に
。

…
…

こ
ん
な
内
容
は
、
と
て
も
祭
文
に
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
。

「
さ
あ
、
タ
バ
コ
も
す
ん
だ
。
は
じ
め
よ
う
ぜ
！
」

朱
漢
生
の
大
き
な
声
に
、
陶
展
文
は
我
に
か
え
っ
た
。

ふ
と
見
る
と
、
イ
ン
キ
の
し
み
つ
い
た
駒
が
、
す
ぐ
目
の
ま
え
に
あ
っ

た
。

「
作
者
の
言
葉
」
陳
舜
臣

『
枯
草
の
根
』
と
い
う
題
名
は
ど
こ
か
ら
？

『
枯
草
の
根
』
付
記
の
選
考
経
過
よ
り
抜
粋
・引
用

講談社発行単行本の表紙

乱歩賞受賞当時の陳さん

上掲単行本より
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『枯草の根』 主な登場人物 ＆ 神戸の町

あ
る
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
大
富
豪
が
彼
の
事
業
を
破
滅

か
ら
救
っ
た
中
国
人
の
元
銀
行
家
を
訪
ね
、
神
戸
を
訪
れ
た
。

そ
し
て
そ
の
直
後
に
一
人
の
老
高
利
貸
し
が
殺
さ
れ
た
。
事

件
の
謎
解
明
に
陶
展
文
が
挑
む
。

●
陶
展
文(

と
う
て
ん
ぶ
ん)

事
件
の
解
明
に
挑
む
主
人
公
。

神
戸
海
岸
通
、
東
南
ビ
ル
の
地
階
に
あ
る
料
理
店
「
桃
源
亭
」

の
店
主
。
50
歳
。
中
国
は
陝
西
生
ま
れ
の
福
建
育
ち
。
日
本

に
留
学
、
東
京
の
髙
校
、
大
学
を
卒
業
。
数
年
間
の
帰
国
を

挟
み
、
20
数
年
間
、
日
本
に
居
つ
く
。
妻
・
節
子
、
娘
・
羽

容
の
三
人
家
族
。
世
間
か
ら
は
漢
方
医
と
し
て
も
認
め
ら
れ

て
い
る
。
父
親
譲
り
の
拳
法
が
得
意
。

●
衣
笠
健
次

桃
源
亭
の
料
理
人
。
陶
展
文
の
妻
の
甥
。
展

文
の
拳
法
の
弟
子
。

●
小
島
和
彦

中
央
新
聞
の
記
者
。
陶
展
文
の
拳
法
の
弟
子
。

●
朱
漢
生(

し
ゅ
か
ん
せ
い)

安
記
公
司
の
主
人
。
陶
展
文
の

弟
分
の
よ
う
な
存
在
。
展
文
の
象
棋
相
手
。

●
徐
銘
義(

じ
ょ
め
い
ぎ)

も
と
、
上
海
の
興
祥
隆
銀
行
の
計

算
係
。
20
数
年
前
、
銀
行
を
辞
め
日
本
へ
。
ア
パ
ー
ト
「
か

も
め
荘
」
を
経
営
。
陶
展
文
の
患
者
で
象
棋
相
手
。

●
李
源
良(

り
げ
ん
り
ょ
う)

桃
源
亭
と
同
じ
ビ
ル
に
事
務

所
を
持
つ
五
興
公
司
の
社
長
。
も
と
、
上
海
の
興
祥
隆
銀
行

の
董
事
長
。

●
席
有
仁(

せ
き
ゆ
う
じ
ん)

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
瑞
和
企
業

の
社
長
。
著
名
な
実
業
家
。
戦
前
、
事
業
に
失
敗
、
社
が
危

機
に
瀕
し
た
と
き
、
興
祥
隆
銀
行
の
融
資
で
立
ち
直
り
、
そ

の
こ
と
を
恩
義
に
感
じ
て
い
る
。

●
マ
ー
ク
・
顧(

ク
ー)/

李
喬
玉(

り
き
ょ
う
ぎ
ょ
く)

若
い
夫
婦
。
マ
ー
ク
・
顧
は
中
国
系
二
世
の
ア
メ
リ
カ
市
民
。

２
年
前
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
李
喬
玉
と
結
婚
。
喬
玉
の
、

日
本
在
住
の
伯
父
が
交
通
事
故
死
し
た
こ
と
が
一
番
の
来
日

目
的
。
二
人
の
会
話
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
が
始
ま
る
。

●
白
沢
絹
子

田
村
良
作
を
追
っ
て
東
京
か
ら
神
戸
へ
。
同

棲
生
活
は
既
に
解
消
し
て
い
る
が
、
田
村
良
作
に
五
十
万
円

の
貸
し
が
あ
る
。

●
田
村
良
作

堅
気
の
仕
事
が
性
に
合
わ
な
い
。
面
白
そ
う

な
仕
事
を
求
め
、
叔
父
・
吉
田
庄
造
を
頼
っ
て
来
神
。

●
吉
田
庄
造

神
戸
市
会
議
員
。
地
方
の
ボ
ス
。
業
者
と
官

庁
の
間
を
と
り
も
ち
、
業
者
か
ら
謝
礼
金
を
取
っ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
金
を
扱
う
専
属
の
ト
ン
ネ
ル
さ
え
持
っ
て
い
る
。

●
辻
村
甚
吉

徐
銘
義
に
脅
迫
状
を
送
る
。

桃
源
亭
■
小
説
で
は
海
岸
通
の
東
南
ビ
ル
の
地
階
に
あ
る
。

同
ビ
ル
の
二
階
に
、
中
国
人
商
社
五
興
公
司
が
入
っ
て
い
る
。

東
南
ビ
ル
は
「
商
船
三
井
ビ
ル
」
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

か
も
め
荘
＆
安
記
公
司
■
「
か
も
め
荘
」
は
穴
門
筋
に
近
い

路
地
の
な
か
に
あ
り
、
朱
漢
生
の
経
営
す
る
貿
易
商
「
安
記

公
司
」
も
そ
こ
か
ら
遠
く
な
い
、
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
Ｊ
Ｒ
元
町
駅
の
東
口
を
南
へ
出
て
道
路
を
渡
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
元
町
商
店
街
へ
突
き
当
た
る
狭
い
南
北
の
道
路

を
穴
門
筋
と
呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
以
前
は
、
も
っ
と
長

い
主
要
な
道
路
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
あ
た
り
、(

株)
く
と
う
て
ん
発
行
「
ほ
ん
ま
に
17
号

没
後
一
年
［
神
戸
の
作
家
と
し
て
の
］
陳
舜
臣
」
に
詳
し
い
。

下
の
画
像(

旧
居

留
地
俯
瞰
一
九
六
五

年)

も
同
著
か
ら
転

載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

主
な
登
場
人
物
ほ
か

ネ
タ
バ
レ
に
な
ら
な
い
程
度
に

集英社文庫版表紙

集
英
社
文
庫
版
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
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陳
さ
ん
一
族
は
河
南
省→

福
建
省
泉
州→

台
湾
に
移
住
、
私
は
ソ
満
国
境
近
く
興
安

北
省
（
当
時
）
海
拉
爾(

ハ
イ
ラ
ル)

生
ま

れ
。
大
陸
の
南
と
北
と
い
う
共
通
項
の
よ

し
み
、
と
解
釈
し
て
書
か
せ
て
い
た
だ
い

た
。

◇

「
告
白
書
」
の
項
ま
で
、
こ
れ
が
推
理

小
説
？
と
思
い
な
が
ら
読
み
進
め
た
。
ま

る
で
大
河
の
水
の
よ
う
に
悠
然
と
流
れ
て

い
る
。
ト
ア
ロ
ー
ド
、
海
岸
通
な
ど
、
身

近
な
地
名
を
楽
し
み
な
が
ら…

。
登
場
人

物
も
多
彩
。
冒
頭
に
現
れ
た
マ
ー
ク
・
顧
、

李
喬
玉
夫
妻
が
一
向
に
姿
を
見
せ
な
い
。

怪
し
い
ぞ
、
と
注
意
深
く
ペ
ー
ジ
を
繰
っ

た
。「

告
白
書
」
は
圧
巻
。
殺
人
犯
の
名
前

を
明
ら
か
に
す
る
が
、
大
戦
前
、
後
の
世

情
や
経
済
を
詳
し
く
紹
介
す
る
く
だ
り
は
、

陳
さ
ん
の
真
骨
頂
だ
。
席
有
仁
の
幕
切
れ

の
祭
文
に
も
魅
か
れ
た
。
陶
展
文
は
陳
さ

ん
の
分
身
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
陳
さ
ん

が
象(

将)

棋
に
詳
し
い
の
も
、
新
し
い
発

見
だ
っ
た
。◇

初
版
が
発
行
さ
れ
た
１
９
６
１(

昭
和
36)

年
、
私
は
大
学
一
年
の
秋
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
子
供
会
活
動
を
し
よ
う
、
と
決
め
か

け
て
い
た
頃
。
半
面
、
出
自
か
ら
「
日
中

友
好
の
架
け
橋
に
な
り
た
い
」
と
も
思
っ

て
い
た
。
こ
の
本
を
読
ん
で
い
れ
ば
、
針

(

進)

路
が
変
わ
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■
竹
内
信
六

集英社文庫『枯草の根』(本号２頁の画像)所収の

短編「王直の財宝」にふれます。

陶展文が旧友の息子夫婦とともに五島を訪れ、一

首の詩から王直の残した財宝を探るというストーリー

です。

王直（または汪直）は実在の人物です。没年は同

作品では1559年。中国明代の貿易商人(海商)で、浙

江省の舟山諸島を本拠地、日本の五島や平戸を拠点

として活動した後期倭寇の頭目です。

王直には作家の執筆意欲をかき立てるものがある

のでしょうか？王直絡みの作品をいくつかあげます。
がら

陳さんの作品では、『戦国海商伝』、『珊瑚の枕』、

『景徳鎮からの贈り物』所収「墨の華」などがあり

ます。特に、『戦国海商伝』では、主人公・立花佐

太郎とも接点の多い主

要登場人物として描か

れています。

また、同時代の作家

では司馬遼太郎の『街

道をゆく11 肥前の諸

街道』、新しいところ

では、安部龍太郎の

『五峰の鷹』などがあ

ります。なお、「五峰」

は王直の号です。

小学館文庫表紙 →

倭寇の頭目、王直絡みの作品
おうちょく

「陶展文は陳さんの分身？」
フリーライター 竹内 信六

たけうち しんろく

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
年
）

七
月
二
八
日
～
八
月
三
日
、

「
ふ
る
里
」
、
旧
満
州
・
ハ
イ

ラ
ル
へ
の
旅
の
竹
内
氏
。

元
神
戸
新
聞
明
石
総
局
長
。

１
９
４
２
年
、
旧
満
州
・
海
拉

爾
生
れ
。
79
歳
。
２
歳
の
時
、

母
に
手
を
引
か
れ
祖
国
へ
。
座

右
の
銘
は
「
一
隅
を
照
ら
す
」
。

著
書
に
「
祖
国
は
る
か
２
０
０

０
㌔
」
「
父
に
捧
ぐ
」
「
改
訂

父
に
捧
ぐ
」
（
い
ず
れ
も
交

友
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

「
生
か
さ
れ
て
77
歳
」
（
木
下

ブ
ン
セ
イ
出
版
印
刷
）
な
ど
。



泰安公司の現社長・陳武洋氏は、舜臣さんの弟・

仰臣氏のご長男です。陳武洋氏のはなし。

「祖父・陳通は海岸通りの社屋が空襲で焼けた後、
北長狭通３丁目のこの地に平屋を建て、会社を移し
ました。舜臣伯父と父・仰臣、ほか数人の社員が仕
事をしていたのはこの時代です。
やがて、舜臣伯父は作家へと道を変え、家業を継

いだ父・仰臣は、この地にビルを建設しました。い
まの４階建て泰安ビルです。一昨年、竣工50年を祝

いました」(2020年7月、電話取材時)

戦後、３年半の台湾暮らしから日本に戻った陳舜

臣さんは、1950年、結婚し、家業に取り組むように

なります。1961年の江戸川乱歩賞受賞を機に作家生

活に入りますが、泰安公司の木造平屋建て社屋は、

この間10年、陳さんの職場でした。

この時期の陳さんの職場を具体的に記述した三木

氏のエッセイは貴重です。

北野町の自宅を出て不動坂をくだり、山本通りを

抜け、生田神社脇を過ぎ、上述の泰安公司に到る、

そして、ほぼ同じコースを戻るというのが、乱歩賞

受賞当時の陳舜臣さんの通勤経路でした。

８月４日、帰路のことです。生田神社は夏祭りで、

境内で知り合いの岸本君に出会います。『道半ば』

から抜粋・引用します。

「おおい、氷をたべて行かんか？」と、例年のよう

に大声をかけてきた。「いや、今日は早よ帰らんと

あかんのや」私はカバンを持った手をすこし振った。

岸本君と別れて、山本通から北野町の我が家にむかっ

た。その途中でカバンのとっ手がはずれた。カバン

のとっ手がはずれたというのは、もうサラリーマン

生活はやめよということかな。

三本松の坂にさしかかったところで、妻が娘を抱

いて、香港上海銀行社宅前の通りに出て、手を振っ

ているのが見えた。そのころ、私はそこの路地から

歩いて二分ほどのところに住んでいた。それまでだ

れもそこまで迎えに出てくること

はなかった。なにか特別なことが

あったにちがいない。妻もうれし

そうに笑っている。

なにがあったのか、私はすぐに

わかった。

由果ちゃん(イラストは編集委員) →

2021.8.1 陳舜臣さんを語る会通信 NO.43 ＜ ４ ＞

乱歩賞受賞時、陳舜臣さんを取材をした神戸新聞記者のエッセイ

陳舜臣さんが江戸川乱歩賞を受賞した昭和三十六年の夏、北長狭通にあった泰安公司の社屋で取材をした

神戸新聞の記者、三木康弘氏の回想エッセイを取り上げます。当時の泰安公司社屋のようす(傍線①)、なら

びに、陳舜臣さんの子煩悩ぶり(傍線②)がうかがえ興味深い。文章は、講談社『陳舜臣全集22 付録月報』

「陳さんから吹いてきた風」からの抜粋・引用です。傍線①②は便宜上の加筆。

昭
和
三
十
六
年
の
夏
、
陳
さ
ん
が
「
枯
草
の
根
」

で
第
七
回
江
戸
川
乱
歩
賞
を
受
賞
し
た
と
き
、
神

戸
の
人
、
と
い
う
の
で
、
私
た
ち
の
社
は
色
め
き

立
っ
て
、
当
時
、
学
芸
部
の
駆
け
出
し
記
者
だ
っ

た
私
を
陳
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
さ
し
向
け
た
。

作
家
陳
舜
臣
さ
ん
か
ら
一
番
早
く
取
材
し
た
新
聞

記
者
と
い
う
光
栄
を
、
私
が
浴
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、
そ
の
お
か
げ
だ
っ
た
。

お
父
さ
ん
の
経
営
す
る
泰
安
公
司
と
い
う
貿
易

コ

ン
ス

商
社
の
事
務
所
で
、
陳
さ
ん
に
会
う
こ
と
に
な
り

…

。

(

中
略)

。

①
泰
安
公
司
は
、
三
宮
と
元
町
の
間
、
電
車
の

高
架
線
の
山
側
に
あ
っ
た
。
木
造
の
建
物
だ
っ
た

よ
う
に
思
う
。
ソ
フ
ァ
に
腰
か
け
て
、
陳
さ
ん
を

し
ば
ら
く
待
っ
て
い
た
と
き
の
、
事
務
所
の
木
の

床
の
踏
み
心
地
み
た
い
な
も
の
が
よ
み
が
え
っ
て

く
る
の
だ
が
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
錯
覚
か
も
し

れ
な
い
。

い
ま
で
も
、
は
っ
き
り
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
②

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
て
、
高
架
ぞ
い
の
道
を
歩
い
て

く
る
陳
さ
ん
の
姿
で
あ
る
。
は
に
か
ん
だ
よ
う
な

笑
い
を
広
げ
、
公
司
の
方
へ
近
づ
い
て
く
る
陳
さ

ん
の
姿
だ
。
抱
い
て
い
た
の
は
、
今
か
ら
思
え
ば
、

お
嬢
さ
ん
の
由
果
さ
ん
だ
っ
た
の
だ
。
三
つ
か
四

つ
の
と
き
の
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
陳
さ
ん
は
三
十

七
歳
で
、
お
父
さ
ん
の
公
司
に
勤
め
な
が
ら
、
イ

ン
ド
、
ペ
ル
シ
ャ
の
古
典
文
学
を
研
究
し
、
創
作

を
続
け
て
い
た
。

三
木
康
弘
氏
■
神
戸
新
聞
、
元
取
締
役
論
説
委
員

長
。
二
〇
〇
一
年
、
神
戸
市
の
病
院
で
死
去
、
六

十
八
歳
。
阪
神
淡
路
大
震
災
当
時
の
論
説
委
員
長
。

《1．戦後、木造平屋だった時代の泰安公司 》

《2．乱歩賞、受賞の知らせがあった日 》

現
在
の
泰
安
ビ
ル
（
木
立
の
右
後
ろ
）

玄
関
左
手
に
「
泰
安
公
司
」
の
表
札


